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概要

本講演では、無線電力伝送技術(Wireless Power Transfer, WPT)の一つであり、昨今の法改正により更な

る期待が寄せられている空間伝送型無線電力伝送技術に焦点を当てる。空間伝送型 WPT は、元々は 1968
年に P. Glaser 博士(米国)が提唱した「宇宙太陽光発電システム (Space Solar Power System, SSPS)」に端を

発している技術であり、マイクロ波で送電されたエネルギーを「1. 受電アンテナで受信し」、「2. 整流回

路で整流する」ことで、送電地点から離れた地点へ、ケーブルを用いることなく送電する技術である。

WPT において「電磁誘導方式」「電界 / 磁界共振方式」等いくつかの方式がある中で、空間伝送方式は

マイクロ波方式、電波方式とも呼ばれ、その名が示すように高周波電磁波であるマイクロ波やミリ波を

用いて送電を行う方式であり、他の方式と比較して圧倒的に伝送距離が長いことが最大の特徴である。

法改正により、いくつかの制約下で実施する必要はあるものの、送電可能な電力が大きく引き上げられ、

長距離伝送が可能という空間伝送型 WPT の特徴がさらに際立つこととなっている。講演では、この空

間伝送型 WPT の基礎(図 1)から丁寧に解説するとともに、これを応用した技術であるマイクロ波融雪シ

ステム(図 2)や、車内照明への無線給電システム等についても触れる。
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図 2 マイクロ波融雪システムに用いる 
レーストラック状 CRLH 導波管における零

次共振現象 (シミュレーション結果)

Abstract 
In this talk, radiative wireless power transfer (WPT) technology is introduced. This technology originated from the 
concept of a space solar power system (SSPS) proposed by Prof. P. Glaser of the United States in 1968. It is also 
referred to as the microwave or radio-wave method. Its most distinctive characteristic is its significantly longer 
transmission range compared with other WPT methods. This talk covers the fundamentals of radiative WPT and its 
applications, including a microwave snow-melting system and a wireless power transfer system for in-vehicle 
lighting.
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